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大腸がんはがんによる死亡原因の上位に位置しており、40歳
代から罹患する人（かかる人）が増加します。（右グラフ）

早期の大腸がんは自覚症状がないことが少なくありません。早期発見、
早期治療により、大腸がんで亡くなることを防ぐことができます。

まずは、大腸がん検診を受けましょう
４０歳から、１年に1度定期的に受診しましょう
大腸がんは毎日出血しているわけではありませんので、一度でも
便潜血検査陽性となったら精密検査を受ける必要があります。
もともと痔がある場合でも、痔が原因で出血しているのか、あるいは大腸がん
やポリープのために出血しているのかは精密検査をしないとわかりません。自
己判断をせずに、必ず精密検査を受けましょう。

大腸がん検診 ： 問診と便潜血検査（検便）です。
便潜血検査：便に混じった血液を検出する検査です。ご家庭で２日分の便を採
取します。がんやポリープなどの大腸疾患があると大腸内に出血することがあ
り、その血液を検出することが目的です。採取する時間帯や食事の制限もなく、
とても簡単な検査です。

がん講演会

ご案内

不安、悩み、治療や薬のこと･･･共通の悩みを持つ方同士いろんなことをお話ししませんか？

聞いて共感し、誰かに聞いてもらい外にはき出すことも大切です。
ソーシャルワーカー、がん相談員もおりますので、ご希望の方は個別相談（要予約）も可能です。
安心してご来館ください。

●日 時：令和８年３月15日（日） 受付 12：30～

13：00～14：00 「セルフケアを学ぼう」 江頭裕美さん

14：00～16：00 親睦・交流会

●場 所：佐賀メディカルセンタービル 1階さん愛プラザ／3階研修室

 （〒840-0054 佐賀市水ヶ江1丁目12-10）

●対象者：がん患者又はその家族の方

●定 員：20名程度

●参加料：無料

●申込方法：住所、氏名、電話番号、家族同伴の有無をご連絡ください

   下記のフリーダイヤルへ、３月12日（木）まで

佐賀県がん患者・家族つどいの会
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①大腸がんとは
大腸表面の粘膜にできたがんを「大腸がん」と言います。大腸は２ｍに
も及ぶ長い臓器で、がんのできた部位によって「結腸がん」「直腸がん」
と呼ばれますが、治療方法は大きく変わりません。日本人はS状結腸
と直腸にがんができやすいと言われています。

②大腸がんができるしくみ
多くは良性腫瘍（腺腫）ががん化して発生するものと、正常な粘膜から
直接発生するものがあります。

情報

AYA世代とは、Adolescent and Young Adult（思春期・若年成人）の頭
文字をとったもので、対象が広く年代によって状況が異なることから、15～19
歳をA世代、20歳代以降をYA世代として分けることがあります。

日本では、毎年約２万人のAYA世代が、がんを発症すると推定されています。
AYA世代でがんを発症する人は、１年間でがんを発症する人１００人のうち２人
程度です。年代別にみると、15～１９歳が約900人、20歳代は約4,200人、３０
歳代は約16,３００人です。（２０１７年）

AYA世代には、子どもから大人への移行期も含まれるため、小児で発症するこ
とが多いがんと成人で発症することが多いがんの両方の種類が存在します。そ
のため、AYA世代に多いがんの種類は、年代によって違いがあります。

年齢 がんの種類

15～19歳 白血病、胚細胞腫瘍、性腺腫瘍、リンパ腫、脳腫瘍、骨腫瘍など

2０～29歳 胚細胞腫瘍、性腺腫瘍、甲状腺がん、白血病、リンパ腫、子宮頸がんなど

30～3９歳 女性乳がん、子宮頸がん、胚細胞腫瘍、性腺腫瘍、甲状腺がん、大腸がんなど

元データ：小児・AYA世代のがん罹患データ 2017

全国で診断された数 993,469例 佐賀県で診断された数 6,865例

2023年 男性：556,059例 女性：437,406例 男性：3,812例 女性：3,053例

１位 前立腺 102,094例 乳房 102,592例 前立腺 623例 乳房 629例

２位 大腸 85,208例 大腸 68,830例 肺 621例 大腸 470例

３位 肺 81,381例 肺 42,607例 大腸 561例 肺 303例

４位 胃 71,135例 胃 33,729例 胃 492例 胃 243例

５位 膵臓 23,761例 子宮 30,738例 肝臓 179例 子宮 227例

元データ：全国がん登録罹患データ（罹患） ※男女の合計が総数に一致しない場合がある。

全国の死亡数 384,111人 佐賀県の死亡数 2,655人

2024年 男性：221,786人 女性：162,325人 男性：1,526人 女性：1,129人

１位 肺 52,333人 大腸 25,590人 肺 369人 大腸 177人

２位 大腸 28,826人 肺 23,236人 大腸 206人 肺 128人

３位 胃 24,720人 膵臓 20,864人 胃 153人 膵臓 124人

４位 膵臓 20,371人 乳房 15,869人 肝臓 142人 乳房 114人

５位 肝臓 15,133人 胃 13,147人 膵臓 133人 胃 92人

元データ：人口動態統計死亡データ（死亡）

最新がん統計（罹患数及び死亡数）

ブルーリボンキャンペーン：セミナー開催

もっと知ってほしい 大腸がんのこと
●日 時：2026年３月７日（土）
   講演・セミナー 13：00～15：10
講演１ 大腸がんの外科治療について
講演２ 大腸がんと診断されたらまずは知ってほしい

遺伝子検査のこと
講演３ 大腸がんの薬物療法について
講演４ 大腸がん患者体験談
Ｑ＆Ａ  トークセッション
   患者交流会（会場のみ）  15：20～16：20

●場 所：品川区立総合区民会館きゅりあん６F大会議室
東京都品川区東大井5-18-1

オンラインは、Zoomウェビナーよりご参加できます。
詳しくは、裏面のチラシをご覧ください。

参加費無料
要事前申込

3/7～3/15は、AYA WEEK です！

AYA世代のがんについて知ろう



※厚生労働省においてAYA世代のがん患者向けたパンフレット「15歳～30歳代でがん

と診断されたあなたへ  がん治療と暮らしを支える制度ガイド」が作成されました。
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